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C言語と java言語の違い 
	 java 言語の主な特徴はプログラム実行環境に依存しないように設計されてい
る事である。また、オブジェクト指向プログラミングを取り入れた言語であり、

ソフトウェア開発の手助けになっている。java の実行環境はプラットフォーム
に依存しないと説明したが、C 言語の場合ソースから実行ファイルを生成し、
OS が実行する。それに対し java は、ソースからバイトコードと呼ばれるファ
イルを生成し、java仮想マシンが実行する。この java仮想マシンが OSの違い
を吸収し、あらゆる環境で実行を可能にする。 
                                     
 
 
  C言語   ソース  →  コンパイル  →  OS   
java言語   ソース  →  コンパイル  →  OS 
 
 
 
	 java言語はコンパイラ言語である C言語とは違うインタープリタ言語である。
インタープリタ言語は、ソースコードを 1文字/1文/1行ずつ解析しながら実行
しているものではない。一旦ソースコードをコンパイルするがコンパイルして

機械言語に変換するのではなく、インタープリタ固有の内部的なデータ構造に

変換する。これは、実行している最中に構文エラーがあって止まると悲惨な事

になるのでコンパイルが済んでから、その内部データを 1 命令ずつ解釈実行す
る。 
	 最近のインタープリタは、その内部データをファイルに保存出来るようにな

ってきた。今はほとんどの言語で実現されており、C 言語のコンパイルとイン
タープリタ言語のコンパイルの区別をしなければならないのでインタープリタ

言語で、言語固有のデータ構造を「バイトコード」と呼び、ソースコードをバ

イトコードに変換することを「バイトコード・コンパイル」と呼ぶ。 
	 java は、ソースコードをコンパイルするときに、コンパイル中のソースに定
義されていないクラスが見つかった場合、クラスファイルの中から探そうとす

る。これが基本動作である。なんといっても、Cコンパイラと javaコンパイラ
の違いは、C コンパイラはコンパイル前のソースコードしか解析できないが、

実行ファイル作成 

バイトコード作成 



java コンパイラはソースコードだけでなくコンパイル済みのクラスファイルも
解析できるということである。 
	 C言語ではメモリを直接操作できるが、javaではできないことも 1つの違い
である。メモリサイズを調べたり、メモリを確保したり、ポインタに関する演

算子が javaにはないのである。 
 
java言語の主な特徴を以下に挙げる。 

1. オブジェクト指向の徹底 
2. 簡潔で学習が容易 
3. マシンやシステムを選ばない 
4. 高いパフォーマンス 
5. マルチ・スレッドに対応 
6. 標準のクラス・ライブラリが整備高い安全性 

 
C言語の主な特徴を以下に挙げる。 

1. 手続き型のプログラミング言語で、構造化プログラミングに適している。 
2. プラットフォーム依存の言語仕様がないため、プログラムの移植性が高い。 
3. コンパイラ言語であり、プログラムの実行速度が速い。 
4. 言語仕様が小さいプログラミング言語である。 
5. ハードウェアよりの低水準な処理も記述可能。 
6. アセンブラとの親和性が高い。多くの処理系でインラインアセンブラが使
用可能。 
7. プログラムの実行に必要なハードウェアリソースが少なくて済む。 
8. コンパイラや C向けのエディタが豊富で開発環境を整えやすい。 
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